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Period (Per) である。その産物である PER タンパク質が自らの mRNA 転写を抑制することによる負のフィ
ードバックループにより、タンパク質量および mRNA量が 24時間周期で振動することが、時計の発振メカ
ニズムの中枢である。 
近年、肝臓などの末梢組織において、タンパク質リン酸化酵素 AMP-activated protein kinase (AMPK) 
が、時計タンパク質をリン酸化しその分解を制御することで、概日時計に関与していることが明らかにされ





PERタンパク質量が高いときに AMPKの活性も高いことから、増加した PER タンパク質を AMPKがリン酸
化し、分解に導くことにより概日時計に関与していると予想される。 
本研究では、概日時計の制御を受けた AMPK が、実際に時計を制御しているか否かは明らかにでき
ていない。今後は、AMPK 阻害剤や活性化剤などを投与し、概日時計の発振への影響を調べることによ
り、AMPK と概日時計の関係を明らかにしていくことができると考えられる。 
 
 
